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大宮司 信※

１．は じ め に

高齢者社会の到来とそれに伴う様々な問題

はもうすでに言われて久しく、とくに日本は

世界のフロントランナーと言われ、その動向

はこの後に続く世界、とくに先進国における

モデルケースになることが予測されている。

生活援助や疾病特徴に関心の焦点があてら

れていることは、医療・保健・福祉の世界で

は当然であるが、一方当事者である高齢者の

大きな課題の一つはいかにして死に立ち向か

うかという点であろう。

死の問題はあまりに大きく、誰ひとりとし

て結論的なことを述べることはできない。し

かしこの領域に携わる者は誰しもが死を抜き

に語ることができないのも事実である。その

点でエリクソンの言うライフサイクルの中に

この時期を一つの群として取り上げる意味が

あると考える。

本論考ではこうした構想の下に、この時期

を生きる人々に対する心理的援助に関する一

つの視点について述べたいと思う。対象とす

るのは、ターミナルケア・死の臨床・終末期

医療などの、いわゆる臨死といった状態のな

かにあるのではないが、高齢者の中でもとり

わけ死を近い可能性として相対している一群

の人々である。やや穿った表現をすれば、

「死がもう来ているが、まだ来ていない時」

を過ごす人々ということになる。そしてこの

時期の課題と心理的援助の特性の一つを提示

したい。このような論考が具体的にどのよう

な事例を念頭に置いているか、次にそうした

自験例を例示したい。

２．例示としての症例

（本論考の例示目的のための記述であり、付

加や改竄はないが、個人の特定を回避するた

め不必要な部分は省略している。）

８０歳代半ばの独身女性。双極性障害Ⅱ型で

外来治療を行っていた。発症前の若いころか

ら某宗教の教役者であり、長い間この宗教に

関与し指導をしてきた。多くの信徒に仰がれ

ながら生活をしてきたが、同時に教団内部や

信徒同士の軋轢・葛藤などの苦労をなめてき

たという。引退後も時に同宗教団体に出入り

をしていたが、やがて身体的な合併症によっ

て次第に生活圏が狭められ、教役者の仕事か

らも退くようになった。

本症例に対する筆者の役割は上述した精神

疾患の治療だが、同時にこのご婦人のそれま

での人生のいわば総まとめ、具体的には当該

宗教に貢献してきたにも関わらず得るものが
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なかったという空虚感と不満感（もちろんう

つ状態がこうした訴えの背後の一部にはある）

が現実の面接場面での中心となった。ただし

そのように語ること自体が当該宗教に対して

不遜であることは本人は自覚していた。むし

ろ宗教的生活に対する満足感の反面、部分的

にこのような不満がくすぶっていたと表現す

べきかもしれない。

筆者自らの経験した症例や、論文発表され

て描写されている人々の生き様を参照として

提示するという筆者自身がよく行う企ては、

患者本人のほうがはるかにより豊かな体験を

持っているため、あまり意味がないと思うよ

うになり、この問題に関しては、本人自身が

対応していかざるを得ないことを前提に、筆

者はもっぱら生活の援助、特に身体面での援

助、生活基盤全体の安定化をはかる方向で、

宗教団体の人々の援助を得ながら数年間の交

流を持った。

その結果一人暮らしのマンションから共同

生活を行う施設へ移り、衣食住が確保された

ことによって前向きな気持ちになり、一端捨

て去ったパソコンも買い直し、対外的な発信

もできるようになっていった。

このような経過の中で、本人はこれまで生

きてきた自分の人生やさまざまな諸問題につ

いて再度相対し、不満を持っている自分と、

満足を持っている自分の間のバランスがとれ

るようになり、周囲の人々や自分自身ともい

わば和解できるようになっていっき、こうし

た状況は筆者の元にもよく伝えられてきた。

身体機能の低下がおきて亡くなったが、最後

まで落ち着いた状態で過ごしていたと伝えら

れてきていた。

３．ライフサイクル再考

周知のように、エリクソンはライフサイク

ルという言葉に、人生の様々な時期を区分す

るほかに、その時期における特有の課題、ま

たその課題に対する方策、彼の言葉を借りれ

ば失調と同調という面を提示している。そし

てこの段階は生後から始まって第８の段階に

まで至るとされている。

ライフサイクルという考え方自体は何もエ

リクソンに始まるわけではない。精神の発達、

個人の歴史的推移や変化は、これまでもいく

つかの時期的な区分として分けられてきたし、

厄年に表れるような世代を区分するターニン

グポイントも記述されてきている。ことさら

にエリクソンのいうようにライフサイクルと

いう概念を設定する意義を理解するためには

次のようなことを踏まえておくべきであろう。

その一つはライフサイクルにおける人生の

各時期の課題・同調と失調は、その時期だけ

で終わるものではないこと、あるいはその時

期だけに特権的に出現するものではないとい

うことである。例えば乳幼児期における基本

的信頼という課題が他の時期にあらわれたり、

逆に後の時期における課題が先取り的・萌芽

的に、より以前の段階であらわれたりする。

またエリクソンが、ステージではなくサイ

クルという名称を用いた理由については別な

視点も必要である。西平ら（文献－１）はサ

イクルという言葉の意味の中に、個人の１回

きりのサイクルではなく、世代から世代へ移

り分かたれる世代の連鎖をも見出そうとして

いる。たとえば親子の関係で、これがサイク

ルの意味だというのである。つまり個人のラ

イフサイクルは別な者のライフサイクルと影
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響を互いに与え合っているというのである。

もちろん単なる子育ての話ではなく、親か

ら何を受け継ぎ次の世代に何を手渡していく

のかという課題であって、そうした意味では

ライフサイクルの営み、各課題への挑戦と乗

り越えは何歳になってもその都度新しく体験

されることになる。

個人のライフサイクルは死をもって完結さ

れる１回きりのサイクルではある。しかしこ

のサイクルは他の世代のサイクルと歯車のよ

うに噛み合わされ、しかもそうした歯車の結

合はひとつだけではなく、いくつもの歯車と

の間で複合し、複雑な歯車の連結として回転

していくという。そうした意味では一つの歯

車は死によってなくなるが、他の歯車は個人

の死を乗り越えてつながっていくという側面

があるという。

個人はいわば運命的に決められた人間のつ

ながりの中で生きていく。それは親子関係で

あったり家庭環境であったりする。しかし同

時に彼はまたその都度一人で新しく物事を決

め、その置かれたライフサイクルを自分なり

に形成しようとする。このような個人として

のライフサイクルだけではなく、他者とのつ

ながりをもそのうちに含みながら、いわば世

代を超えて伝達されていくようなサイクルに

「ジェネラティヴィティサイクル」（エリク

ソンの造語、ジェネラティヴィティがもとに

なっている）という言葉をエリクソンは提唱

している。

すなわち個人の中に、たとえば幼児と老人

が併存し、育てる世代と育てられる世代が噛

み合いながら進行するというのである。ライ

フサイクル、そして本論考の課題である死及

び死につつあることを考えるときも、単に死

を見据えている高齢者だけでなく、より若い

人、さらには幼児にも、萌芽としての死が関

係しているのだという側面をふまえておかな

ければならないことになる。

一方エリクソンの死後、ジョウン・エリク

ソン（エリクソン夫人）は、ライフサイクル

の視点からそれまであまり取り上げられなかっ

た８０歳代以上の世代をあらためてライフサイ

クルの視点から取り扱おうとして第９の段階

を設定している。これは高齢化社会の到来を

見据えてではあろうが、それだけではなく、

死という人生最後の段階をも前提にしている。

そして前８段階が常に同調要素、すなわち

成長と拡大を念頭に置いた記述であるのに比

べ、この第９の要素の記述は失調要素、すな

わち試練にさらされることがより優位になり、

そののち同調要素を記述し、葛藤を乗り越え

ていく方途を示している。

この中で彼女は、希望をもって取り組んで

いくその先に、老年性の超越性へと前進する

ことができるとしている。この老年性の超越

性の内容だが彼女は以下のように掲げている。

１．宇宙の精神と神秘的交信という新しい

感情がある。

２．９０歳を超えた人にとっては、誰にとっ

ても、時間というものは今現在もしくは

次の一週間くらいに限定される。それを

超えると見通しがぼやけてしまう。

３．空間は、その人の身体的な能力がまか

なえる範囲内に緩やかに狭まっていく。

４．死は親しいものとなってくる。それは

全ての生けるものが必ず辿る道である。

５．自己の感覚は広がり、自分と関わりの

ある他者をも広く含むものとなる。

彼女はまたこの超越性（トランセンデンス）
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を動的に乗り越えていくという意味を込めな

がらトランセンダンスという言葉を新しく作っ

ている。トランセンデンスが死を迎えるため

の超越の姿とすれば、トランセンダンスはそ

れに立ち向かう運動を連想させる。事実彼女

はダンス（舞踏）という言葉にそれを託して

おり、また時空を超えて高みに上がるなど、

この世の生活とは違う部分をも指し示すこと

を示唆している。

精神分析や心理療法の立場からは、死後の

ことまでについて触れることはもちろんでき

ないのであろう。しかし彼女の論調はそうし

たものを想定することをも含む、それまでの

生のあり方とは異なる方向を取ることによっ

て第９の段階の失調を乗り越えようとすると

いうように読める。

４．死と死を迎えること

前段で述べたようにライフサイクルを理解

する場合でも、もちろん死は人間にとって特

殊な体験である。多くの死を見てきたキュブ

ラー・ロスは死について次のように語ってい

る。「私たちは、成長の局面にあるときはい

つも、新しい展望、新しい目標、新しい計画、

人生を豊かにする新しい関係を期待する。だ

が、ひとつだけ例外がある。自分の死が迫っ

ているという恐ろしい事実を知らされるとき

のことを考えると、私たちは不安にたじろぎ、

それを拒絶する。死とは、ほとんど誰もが目

を向けようとはしないひとつの旅、ひとつの

刻苦である。（文献－２，２８６頁）」。生まれる

前と、死んだあとのことは自覚ができない。

一方誕生と葬式に表れるように周囲からはそ

れ以外の時期以上に見つめられる時期といえ

るのではなかろうか。

周囲からみてうらやましい死の描写の一つ

は「大往生」という言葉であろう。しかし宗

教の世界ではおそらくこの言葉に対する評価

は異なると思う。かつて筆者はある研究会で

一人のキリスト教の神学者から次のような発

言を聞いたことがある。「臨終の問題を考え

る時にどうしても一度は通らねばならないの

は、親鸞上人だと思うんですね。親鸞は大往

生がしたいなんていうのは駄目だと言うんで

す。狂い死にしたって大丈夫だというのです。

ここまで言ったんです。大往生が救いのしる

しになるってことになる。大往生までもすく

いのしるしにするという根性を叩き直した人

ですよね。大往生をしるしにするなという事

です。そこまで親鸞が言うと大往生を遂げる

人が出てくるんです。大往生なんていらない

と言われると大往生が出てきますよ。そうい

うどんでん返し、それが精神医療の一つのコ

ツでしょう。そこを親鸞はにらんでいたと思

うんですね（北森嘉蔵，第１０回神学と精神医

学懇話会，「死について」－臨床牧会の体験

から－．１９８３年）」。

彼の言う「どんでん返し」は確かに精神療

法場面で生ずることはあるかもしれない。し

かし医療人としての自分が生起させることの

できる「精神医療の一つのコツ」と自信をもっ

ては言えない。これは「生じるように計らい

うる」ことではなく、「かなたからやってく

る」現象ではないか、そう見ることこそが宗

教に特有の視座ではないか。また多くの死を

間近に見つめる人にとって、またその死を見

送る者にとって、大往生とまでは言わずとも、

静かな死はごく常識的に望まれる死の場面で

はないかと筆者は考える。
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５．「死のそなえの時期」における

心の援助

よく言われるように、「人間は生きてきた

ように死ぬ」「生き方と死に方は同じ」なの

だろうと筆者も思う。贅言を費やす必要はな

いのだろうが、日本におけるホスピスの草分

けである柏木も次のように述べている。「『人

は生きてきたように死んでいく』。これは、

二千五百名の看取りの結論です。周りに感謝

をして生きてきた人は、私たちスタッフに感

謝をして亡くなっていかれます。『先生、あ

りがとう』と言われることは、私たちにとっ

ても嬉しいことです。しっかり生きてきた人

は、しっかり亡くなっていかれます。べたべ

た生きてきた人は、べたべたと死にます。周

りに不平ばっかり言って生きてきた人は、不

平ばっかり言って亡くなります。人は生きて

きたように死んでいくのです。だから、良き

死を死すためには、良き生を生きなければな

らないと思うのです（文献－３）」

人生の最後に待っている死を仮に「大きな

死」と呼ぼう。筆者は「生きる中で良き小さ

な死を体験できる人は、大きな死、人生の最

後の死も良く迎えることができる」のではな

いかと考えているので、死を迎えようとして

新たに方略を立てたり、一般論から引き出せ

る援助を考えても「時すでに遅し」あるいは

「無駄」といった気持ちが湧いてくる。

しかしこの世代でなければ、あるいはこの

世代だからこそ可能な、または必要な方略と

外からの援助がまったくないわけではないと

も考える。キュブラー・ロスは人生でいちば

ん大切なものが壊されたときの反応の仕方と

して次の３つの防衛メカニズムを挙げている。

第１は、憂鬱な気持ちで人生を送り、極端

な場合には、精神の病いになって人とまった

く交わらずに生き、人生へ投資することを諦

めてしまう究極的な絶望状態である。

第２は、自分の存在を否定するもの（すな

わち死）を意識から抹殺することである。た

だし大切な人の死などの極度のストレス下に

おかれたときは、この防衛メカニズムの効果

はさほど長続きしないため、死を意識から抹

殺できることは絶対にないという。

第３は、キュブラー・ロスが宗教的な反応

と呼ぶもので、他人とのあいだに創造的で感

謝にみちた関係を築くために自分自身に投資

することである。危機的な状況で人に心を開

き、関係を維持するのは、言うは易いが行う

は難しで、そういう関係を築くのに慣れてい

ない場合は、とくに難しい。それまでにずっ

と、喜び、悲しみ、怒り、憎しみのなかで人

に心を開いて生きてきたのでなければ、みず

からの死や他人の死の苦しみを経験したとき

に、慰めや支えを求めたり、与えたりするた

めに手を差し出すことはできない。そして人

に手を差し出すというこの第３の反応こそ、

末期状態の人を成長に導く道であるという

（文献－２，２８８頁）。

これらの反応は必ずしも臨死に置かれた人々

だけでなく、本論考で対象としている人々に

も対応するであろう。精神の病者になってし

まうことはもちろん、死を近い彼方に見る者

にとって、今日的な言葉でおきかえた解離の

ような防衛機制は苦しみの先延ばし程度の意

味しかない。さらに彼女は、死に瀕している

人びとを対象とし、彼らが変身するのに必要

なのは、�たえず自分というものを意識する

こと、すなわち「自分だけの経験」を通して、
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アイデンティティの感覚を獲得すること、�

大切な人たちとその経験について対話するこ

とという２点に懸命に取り組むことだともい

う（文献－２，３０１頁）。

以上のキュブラー・ロスの意見には確かに

聞くべきものがある。しかし筆者には、エリ

クソンから受ける印象と同じく、「死を迎え

る」というよりも「死を考えずに歩き続ける」

あるいは「死を前にしてなお成長を志向する」

姿勢のように映る。

筆者が大事にするのは（前述の提示症例か

らも学べると考えるのだが）、広い意味での

「和解」という契機である。愛する者、愛し

てくれぬ者のいかんを問わず、自分を取り巻

き、すくなくとも自分史という歴史の時間を

共有した人々とのさまざまな意味での和解は、

人生最後の事業のように思える。加えてもし

最大の相手であり、もっともそれが困難な

「自分との和解」が幾分でも可能となれば、

大往生につながる気がする。

多くの人々が死ぬまぎわで悔やむことの一

つは「言うべき者へ感謝の念を伝えられなかっ

たこと」であるという（文献－４）。確かに

今更どうしようもない人間関係があることは

否定のしようはないし、またそのすべてに和

解という契機がからむわけではないだろうが、

他者への感謝を言語化し、必要かつ可能であ

れば人間関係を清算して死を迎えたいとねが

うのでなかろうか。

一方多くの患者は病むことによって、病人

という役割と病気という手形をもらうことに

なる。この役割と手形を介在にしてそれまで

疎遠であった人びとの和解が起こることがあ

る。逆にまた病む自分を健者に開示すること

によって、病者自身が自らの立ち位置や役割

を生きることができるようにもなる（もちろ

ん一種の結果論ではあるのだが）。

なおこれまで述べてきたことが可能になる

のは、精神論よりも、すぐれて死ぬまで生き

る生活の基盤の確保が必要とされるのは当然

である。その意味では心理療法に先立つ日常

生活援助が、この世代ではことさらに大事に

なると思う。

エリクソンのライフサイクルとアイデンティ

ティは、人生途上にあって成長・成熟し発展

する存在を念頭に置いた人間の生き様を前提

にしているように思う。したがってウェル・

ビーイングという言葉とおり、豊かな人間に

なっていく自己完成の物語の中で読む理論と

考える。

一方ウェル・ダイイングには、死ぬまでよ

く生きるという面ももちろんあるものの、問

題はなんといっても死の迎え方にあるだろう。

もし若い時の喪失体験が、死へ立ち向かう体

験にも何らかの形で役立つのであるとすれば、

すなわち若いころからの小さな死を繰り返す

体験の中から、おのれの人生の死という最終

的な「大きな死」をよく迎えること、ウェル・

ダイイングという言葉で表されるような迎え

方ができるとするのなら、先に述べたライフ

サイクルにおけるジェネラティヴィティ、す

なわち「ジェネラティヴィティサイクル」と

いう言葉を念頭におくかどうかは別にしても、

全ての世代に渡って己の死のために和解は大

事な課題となるにちがいない。

６．ま と め

本論考では、高齢者という名称のもとにま

とめられる世代のうち、死が身近にせまりつ

つあるが、臨死あるいは終末期と言われるよ
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うな死を目前にしているような状態ではまだ

ない時期を、ライフサイクルの一つとして取

り上げるという設定の下に、この時期におけ

る心理的特徴や援助を、和解という概念を中

心に論じた。
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